
令和4年3月10日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用し
た。

３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対
応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。
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４：
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以上

D

３：

70%
以上

２：

60%
以上

１：

60%
未満

B

・各方面の協力により今年
度の体育的行事の実施が
可能となり、体力向上を図
ることができた。
・望ましい生活習慣につい
ての意識啓発を引き続き行
い、今後も体力向上の視点
に立った健康教育を推進し
ていく。
・これまでの研究成果のも
とに、コロナ禍においても
可能な計画を工夫し、全校
体制で運動習慣の向上を
図っていく。

生徒、保護者ア
ンケートによる
本校の教育環

境満足度

生徒、保護者ア
ンケートによる
本校の体力・健
康・安全に関す
る指導の満足

度

A

生徒、保護者ア
ンケートによる
本校の学習満

足度
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３：

70%
以上

２：

60%
以上

４：

85%
以
上

４：

85%
以
上

３：

70%
以
上

２：

60%
以
上

生徒、保護者に
よる「地域に開
かれた学校」満

足度

目標に対する成果指標

２：

60%
以
上

４：

85%
以上
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学校関係者記入欄
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1

令和３年度　大田区立石川台中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希望
に満ちた豊か
な心をはぐく
みます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

教育目標 ：　・思考力に富む生徒　・実行力のある生徒　・情操の豊かな生徒　　を受け、「これからの社会に貢献する人間性豊かでたくましい人」を育てる
学校規模 ：　生徒数 ２０４人（5月1日現在）　　学級数　７学級（通常級１～３年各２学級、特別支援学級１年１学級）
特色ある教育活動 ：　小規模のよさを生かした落ち着いた環境での学習      小規模のよさを生かした「自覚ある生徒」を育てる学校行事
　　　　　　　　　　　　　 令和２・３年度　大田区教育委員会教育研究推進校　「読解力を向上させる指導の工夫」
　　　　　　　               スーパーアクティブスクール校（平成２８・２９・３０年度）としての研究成果を生かし、体力向上の視点に立った健康教育
　　　　　　　　　　　　　 保護者、地域、学校支援地域本部の協力を得た活動

生徒、保護者ア
ンケートによる
本校の生活満

足度

6

4

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の
変容等の具体的な資料を作成して、評価に
必要な学校の情報を適切に提供し、適正な
評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本
情報、児童・生徒の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極的
に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と
も
に
進
め

る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割
などを明確に
し、地域に開
かれた教育の
実現を目指し
ます。また、相
互の連携を深
め、子どもを
育てる仕組み
を作ります。

3

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

C

D

・学校だより、学年だより、保健
だよりを定期的に発行すること
ができた。学年だよりは学校生
活の様子がよくわかると保護者
からの評判も高い。HPにおける
生徒の活動情報の公開に関し
ては個人情報保護等の観点に
立ち、工夫を凝らしていく。
・学校支援地域本部の支援によ
り校内緑化が推進された。
・地域主催行事の開催中止が相
次ぎ、生徒参加のボランティア
が難しかった。状況に合わせ、
できることについて関わってい
く。
・民生児童委員の方々には支援
が必要な生徒を中心に関わって
いただき、本当に感謝している。
実施が困難な面もあるが、可能
な範囲で今後も是非対応をお願
いしたい。

・今年度も学校より積極的な情報発信をありがとうございます。引
き続きHPやWebの活用も期待しております。
・ホームページや各種便りによる情報発信を通して、開かれた学
校運営を推進していた。内容も学校の様子がよくわかる構成でこ
れからも毎月拝見するのを楽しみにしています。
・学校・家庭・地域が一体となってともに進める教育として、地域主
催行事に積極的に参加することは生徒の為になると思います。こ
れからも積極的に・・・
・地域社会の一員として学校教育向上に協力出来ることを引き続
き考えていきたいと思います。
・不特定多数の集まる行事はしばらく期待は出来ないのでそれに
変わるものを知恵と工夫で実施されるこを期待している。
・学校支援地域本部(SSI)の方々の縁の下の力持ちのような活動
を応援しています。
・感染症拡大、個人情報保護など種々制限はありますが、可能な
範囲で校内にとどまらない、青少対、自治体、民生・児童委員、
NPO等の連携、情報共有が、より一層、不断に図られることを願
います。
・学校便りでは学校の様子が分かり、校長先生として石川台中の
生徒が、これからの社会に貢献出来る人に育つように学校全体
で取り組んでいることが伝わってまいります。
・感染症拡大により学校との関わりが難しい面はあるが、可能な
連携をしながら地域として見守り応援していきたい。
・コロナ禍で地域との関わりはできませんが、校内の活動が充実
していますので、これからも学校・家庭が一体となって、開かれた
教育実現を目指していただきたいと思います。評価は４でも良いと
思いました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地域
力を生かした特色ある教育活動を実践する。

B

4

３：

70%
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

4

4

学校と地域の連携を図るため、学校内外のボ
ランティアに積極的に参加させるよう情報提
供や呼びかけをするとともに、防災活動拠点
校として実践を踏まえた訓練を実施する。

4

4

２：

60%
以上

１：

60%
未満

A

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

C

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

A

B

全教科を通じて読解力の向上を図るための
指導を工夫する。

１：

60%
未
満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活指
導の充実により、社会のルールや学校のきま
りなどを守ろうとする意識を高める。

D

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結
果よりストレス症状のみられる児童・生徒に
対して組織的に対応する。

4

4

4

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上な
ど、生涯にわ
たって健康増
進を図る意識
の向上をめざ
します。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの
未然防止、早期発見等のための取組を実施
する。

生徒が自己理解を深め、主体的に進路を選
択し、実現する能力を高めるため、「キャリア
パスポート」を効果的に活用する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力向
上と良質な教
育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主
任教諭が助言・支援を行う校内研修等を実施
しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業改
善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校における
特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通して、
食生活の充実・改善をねらいとした「食育」を
推進する。

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェックシー
トで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補習
を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

スーパーアクティブスクール校としての研究成
果を生かし、全校でスポーツ活動に取り組む
機会を設けるとともに、全教員が協力して運
営し、運動習慣の向上と健康の増進を図る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・生
徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、
都及び区の資料を活用した授業等を行う等
道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通
して、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生
活習慣についての意識啓発を行う。

・学習は基礎からの積み上げとなるので、基礎でつまずいた生徒
への指導、補習を継続して頂きたいと考えています。
・数学の少人数授業や補習教室の成果が表れてきていることが
素晴らしいと感じる。一人一人に合わせた指導が効果的と思われ
る。
・学力の向上では、生徒が自主的に学ぶ環境を整えて、生徒が何
が出来て何が出来ないかが分からせることが大切だと感じます。
・英語、数学などでは生徒の習熟度に応じてクラス分けしている
のは評価します。
・コロナ禍にあっても学習意欲を落とす事無く継続できたことは評
価できる。生徒のアンケートにも授業が分かり易いとの成果がで
ているのも先生方のご努力の賜物である。
・生徒の希望を取り入れた習熟度別授業は少人数で大変成果を
上げていると思います。
・数学における学習のつまずきが勉強嫌いになる要素の一因とも
言われているため、生徒全員が到達度に応じた補習と自主的な
学習態度の習得への包括的な取組を継続して進めて頂くことを期
待しています。
・生徒による学校評価のアンケートから「先生方の授業は分かり
易い」は90％、「先生方は私の質問に丁寧に答えてくれる」は94％
であり、適切な教育活動の成果が見られる。更に学習意欲・学力
も向上していくよう、補習教育、学習補助員の環境も整えて頂きた
い。
・どの授業も落ち着いた授業でとても良いと思います。先生方のご
努力がよく分かります。

・数学到達度についてス
テップ学習チェックシートの
活用が定着している。
・英語、数学の補習教室は
軌道に乗っており、人数も
学期を追うごとに増えてい
る。時間内の様子も真剣さ
が増してきており、生徒の
自主的な学習態度が身に
ついてきた。学習補助員の
時数増加が望まれる。
・読解力向上を図るため各
教科で取組みを続けてい
る。感染症対策をしながら
タブレットを活用した話し合
い活動ができた。生徒の読
解力向上につなげることが
できた。
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2

A

B

C

D

4

１：

60%
未満

・大田区としての取組や他の中学校とも情報交換して取組を継続
して頂きたいと考えています。
・教職員と関係機関の連携はもちろん生徒へのアンケートを行う
など未然防止の観点が素晴らしく感じる。
・豊かな心の育成では、不登校生徒がいなくなりませんね。学校
の問題よりも家庭的な問題が一番大きいと感じています。多くの
方の力が必要だと感じています。
・不登校生徒など学校生活に適応できない生徒に対しては個別
に配慮しながらきめ細かな対応を行っていることを期待していま
す。
・道徳教育等の研修や指導充実の取組を目標回数行い、自己評
価も高いので、生徒の心のケアに重点を置いたのだと思う。
・生徒の個性を尊重し、一人一人と向き合った対応をされていると
思います。
・いじめや道徳の欠如は将来大人に成長した時の人間関係にも
影響を及ぼすものであるため、大人におけるハラスメント問題と同
様に、相手がいやがる行為は許されないことを今後も組織的に浸
透させていくことを望みます。
・教職員の皆様、コロナ禍において今年度も一年本当にお疲れ様
です。
・不登校問題では、現状で出来る取組を熱心にされていると思い
ます生徒たちも出来る範囲で清掃活動、部活動等良く頑張ってと
り組んでいると思います。教職員の方々も大変なご苦労をされて
いますが、生徒たちもストレスを抱えていると思われるのでマスク
の下の表情を思いやり一人一人に声をかけて安心感を与えてい
ただきたい。先生の一言で救われる生徒がいると思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
・落ち着いた学校生活が送れていることは、楽しいし豊かな心の
育成になっていると思います。

・生活習慣や運動習慣の定着にとりくんでいただき、感謝しており
ます。
・楽しく運動を行うことで、健康増進、望ましい生活習慣を浸透さ
せる取組は説得力があり、貴校の特色を感じる。
・体力の向上と健康の増進では昼頃に犬と散歩して石川台中学
校の校庭を見てみると男子は校庭でよく遊んでいますが女子の姿
が見られません。コロナの影響ですか?
・コロナ禍の中、体力向上、健康増進を図るために創意工夫しな
がら取り組んでいることと思います。
・現代の生徒さんは、学校以外で体力作りは難しい環境にあるの
で、校内での体力向上への取り組みに期待している。
・「早寝、早起き、朝ごはん」の生活習慣を守っている生徒が大井
と思います。
・新しい生活様式における生活習慣は、保護者の協力が不可欠
であるため、引き続き、意識啓発、連携、体育的行事実施の工夫
に取組運動習慣の定着など、健康増進を推進していただくことを
期待しています。
・全教員でよく頑張っていらっしゃると感心しております。
・体力向上は生活習慣が大切だと思いますので、今後も継続して
取り組んでいきたいと思います。

・タブレットなどICT機器を有効に活用して行けるように、継続的に
とり組んで頂くようお願いします。
・コロナ禍において、研究発表が中止になるなど難しい運営状況
の中出来ることを着実に行い、取組を継続されていた。
・魅力ある教育環境づくりでは、机と机の間にあるバックが大きく
開いていて、机と机の通路としての役割がない。非常時の際、逃
げられないのではないでしょうか。
・特別補助職員の増時間を計り、教員の業務負担軽減のための
予算増を望みます。
・ICT機器の使用については、先生方のスキルアップに期待してい
る。
･タブレットや手作りの教材で魅力ある授業が行われていました。
・コロナ禍により、研修、発表゛難しい状況ですが、ICTの更なる活
用を通じ指導力の向上に繋げる方途もあるかと思います。また、
危機管理の面で未然防止や対処方法について、生徒も学ぶ取組
ができると良いと思います。
・特別支援教育において主体的な学びを支援するために、特別補
助員の配置時間増をお願いしたい。
・生徒さんを見ると安心・安全に学校生活が送られていることがよ
く分かります。今後も継続して取り組んでいただきたいと思いま
す。評価は４でも良いと思いました。
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3

4

4

4

4

4

4

3

・定期的に会議を開くことに
より情報交換が密になり、
問題行動や不登校問題に
組織的に対応し、関係機関
とも連携をとることができ
た。
・生活指導主任を中心に楽
しい学校生活を送るための
アンケート(Q-U)及び学校
生活調査の結果を分析し、
事象の未然防止・早期発
見・早期解決を図るために
組織的に取り組むことがで
きた。
・道徳教育についての研修
をさらに深め、様々な資料
を活用した授業を展開する
等、道徳指導の充実を図
る。

4

4

3

・今年度も区や都の主催す
る研究発表会に開催方法
の変更や中止が多かった
が、できる範囲で参加して
きた。
・校外の研修で得た内容を
校内で共有する方法を再
検討するとともに時間を有
効に使って自己研鑽を積
む。
・タブレットなどICT機器を
活用した授業を展開でき
た。更に有効活用を図る必
要がある。
・校内委員会を毎週行い、
特別支援教育を推進した。
・特別補助員の配置時間
増が望まれる。

３：

70%
以
上

２：

60%
以
上

１：

60%
未
満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、情
報活用能力、
ともに生きる
力等、これか
らの社会の変
化にしなやか
に対応する子
どもの力と自
信を身に付け
ます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成等
を図っている。

4

生徒、保護者ア
ンケートによる
あいさつ・対人
関係項目に肯
定的な回答の

割合

４：

85%
以
上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ
機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目
指し、人権教育資料等を活用した授業を実施
する。

4

・タブレットなどのICT機器の積極的な活用を期待しております。ま
た、挨拶を基本としたコミュニケーションへの指導、コロナ禍での
体力向上への取り組みを継続して頂きたいと考えています。
・ICTを活用し、コミュニケーション能力、情報活用能力の育成に取
り組まれている。人権尊重について学校便りにも記載があり、全
校での推進体制が継続的に実施されていると感じる。
・ICT機器を活用している授業を拝見していて素晴らしいと感じまし
た。一番難しいのは生徒の自主的・自発的な取組をさせていくこと
だと感じています。
・コロナ禍の中、ICT機器の導入によるオンライン授業はやむを得
ない面もある反面、対面でのコミュニケーション能力の向上が損な
われることがよう配慮して頂きたい。
・日頃より挨拶について話題となり力を入れてきた成果を感じるこ
とが出来たことが保護者の皆さんからの評価に繋がったと思う。
・生徒一人一人がタブレットを自在に扱い、社会人になった時に必
要な情報活用能力を身に付けていました。
・貴校訪問時に生徒から挨拶があり、全校体制での指導による効
果が表れていると感じます。また、ICTは、生徒の学ぶ意欲を育て
るツールとして有意義であるため、生徒から先生への質問に、一
層活用することも一案であると考えます。
・授業参観では、各教科でタブレットを有効に活用している様子が
見られた。
・落ち着いた学習態度を拝見しました。地域が何を求め、何をす
べきか、活力ある学校づくりを目指してください。
・コミュニケーションの基本のあいさつが学校でも家庭でもできて
いることは素晴らしいと思います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動や
理数授業等を実施する。

3
３：

70%
以
上

B 1

C

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や「一
校一取組」運動や「一学級一実践」運動を実
践する。

4
１：

60%
未
満

D
学校図書館の活性化を図るとともに読書活動
を推進する。

4

4

・タブレットなどのICT機器
の積極的な活用を期待し
ております。また、挨拶を
基本としたコミュニケー
ションへの指導、コロナ禍
での体力向上への取り組
みを継続して頂きたいと
考えています。
・ICTを活用し、コミュニ
ケーション能力、情報活
用能力の育成に取り組ま
れている。人権尊重につ
いて学校便りにも記載が
あり、全校での推進体制
が継続的に実施されてい
ると感じる。
・ICT機器を活用している
授業を拝見していて素晴
らしいと感じました。一番
難しいのは生徒の自主
的・自発的な取組をさせ
ていくことだと感じていま
す。

A 9


